
社会科　第１学年　　本時の指導計画例
	単元名　　　　　　　　　　　　　　
	本時のねらい　 
	時数

	「アジア州の自然環境」
	ユーラシア大陸の広い範囲を占めるアジア州では，地形や気候にどのような特色がみられるか理解する。
	　（　１　/　８　）

	※評価規準において，【知】は知識・技能，【思】は思考・判断・表現，【態】は主体的に学習に取り組む態度　を表す。

	段階
	学習活動
	指導上の留意点
	評価規準と方法
	仙台版
スタンダードカリキュラムの視点

	導
入
	１　アジア州について知っていることを話す。
教科書の写真を見ながら，アジア州の国々について知っていることを共有する。
２　なぜ，アジア州には人口が多い国が多いのか予想する。
	・アジア州の写真を見せながら，アジア州への興味・関心を高める。

・出た予想を，「自然環境」「経済」「歴史」「産業」などカテゴリー別に分けて提示する。
	

	②Jamboardを使用する。
（１人１台端末の活用）

	展
開
	３　アジア州の自然環境の特色をつかむ。
アジア州の地形や気候について，教科書や地図帳で調べ，ワークシートに記入する。

４　気候と人口の関係に気付く。
季節風の風向きと降水量の変化の資料とアジアの人口密度の資料を重ね合わせて，気が付いたことを話し合い，発表する。
	・地図帳の鳥瞰図を用いながら，視覚的に地形を理解させる。
[bookmark: _GoBack]・気候については，夏と冬の景色が異なる写真の理由を季節風による降水量の変化の資料から考えさせる。
・降水量と人口密度には関係があることに気付かせ，予想が証明されたかどうか検証させる。
	【知】アジア州の地形と気候の特色を理解している。[ワークシート]
〈指導に生かす評価〉
	②地図帳や教科書の雨温図や景観写真から読み取らせる。


③各班で話し合わせたことを発表させる。

	ま
と
め
	５　アジア州の自然環境のまとめ
Jamboardに自然環境の特色や降水量と人口密度との関係を各班で整理する。
	・次時のアジア州の農業・文化と経済発展につながる内容をまとめさせる。
	【知】アジア州の地形と気候の特色を理解している。[ Jamboard ]
〈指導に生かす評価〉
	②Jamboardに各班でまとめさせる。（１人１台端末の活用）



※仙台版スタンダードカリキュラムの視点において，①は副読本の活用，②は情報活用能力，③は言語能力，④は地域の特性，⑤はたく生き　を表す。

